
氏名 論文題目

福地　正人 広域経営法人の経営戦略が地域水田農業に及ぼした影響と展望

近藤　将 グリア細胞の機能に着目した「良い気分」の長期持続過程を表現する脳細胞群の情報処理モデルの構築の試み

関根　ハンナ 英語教育における教員と学習者のコーラスリーディング指導に対する認識調査

松野　夢斗 ティーチングアシスタントを対象とした研修用シミュレーションゲームの開発と評価

宮西　祐香子 生体情報を用いた同期型遠隔授業における活動評価の可能性に関する検討

飯塚　啓子 ブレンド型授業におけるタグ付け機能を用いた映像教材の視聴とフィードバックに関する検討

池岡　秀哲 所沢市の保育園幼児と「親子体操」参加幼児の生活習慣の違い、および、健康管理上の課題

池田　真理子 対人場面における過剰適応者の苦痛および回復プロセスの検討

上田　愛 労働者のコーピング適合性の評価が価値の明確化およびメンタルヘルスに及ぼす影響

上原　加尋 森林ボランティアによるコモンズ管理とその活動継続要因 

宇治　大河 人差し指における高周波振動による摩擦低減効果の知覚特性

遠藤　七海 ラベリングにみる学級内の人間関係とそれが学習行動に及ぼす影響

王　艾琳 ３歳児の食の実態と母親・保育者の期待による日中比較

大草　美咲 発達障害を持つ成人の就業上での困難感についての質的研究

太田　裕子 児童を対象とした「強み」介入の効果検証

大藤　健寛 ASD者における対人場面についての語りをもとにした自己概念形成のプロセス

小口　真奈 注意欠如・多動症における二次障害発症要因に関する検討

納村　謙一 「自発的意志」を伴う運動に先行する脳活動と身体的反応

小澤　優璃 反応的攻撃性喚起場面において抑うつが攻撃性に与える影響と関連要因の検討

ＯＮＧ　ＷＥＩ　ＬＩＮＧ Health Promotion Programme for Tertiary Music Students in Singapore

何　聖欣 中山間地域における大規模稲作経営の経営管理

鍛冶　佳代 文理選択が女子学生に及ぼした外的要因に関する質的研究

春日　景貴 間隙通過行動における探索的・遂行的行為に影響する要因の検討

加藤　一聖 間欠運動中の心拍数測定による温熱負荷評価法の開発

門倉　愛 ひきこもり状態にある人の家族に対する認知行動療法的アプローチの効果の検討

金子　泰徳 Pure Procrastination Scale 日本語版の作成および信頼性と妥当性の検討

管　思清 実行機能と反復思考の関連における診断横断的要因としてのマインドワンダリングの媒介効果

ＫＩＭ　ＥＵＧＥＮＥ 幼児期における社会的発達と当番活動

熊谷　綜一郎 認知症カフェにおける認知症介護者からみた認知症者とのノンコンタクトのための環境に関する考察

古賀　敬之 Verifying Reservoir Computing as a neural encoding model of time series information 

小林　文女 質問カードとスマートスピーカーを利用した英語学習支援に関する研究

小宮山　尚 児童生徒における攻撃行動に対する価値の明確化の介入効果の検討

佐々木　香 認知行動理論に基づいたセクシュアルマイノリティのメンタルヘルスの理解

佐藤　透真 運動を伴う人間の直観的行動選択に関する学習段階に応じた神経回路の遷移モデルの構築

佐野　弘美 白川郷における地域在宅高齢者の食生活の実態

渋江　怜 少数アミノ酸種で構成される原始タンパク質のRNA結合能の検証

清水　愛子 大学生および社会人が持つパラレルキャリアイメージに関する調査

志村　友 非言語情報を伴う学習支援ロボットが創発する安心感と学習意欲に関する実験的検討

下川　和真 VR空間と現実における場所の混雑度が時間評価に及ぼす影響

朱　蘭萍 普遍的な医療保険制度のあり方に関する日中比較研究

周　創 介護福祉施設における中国人介護職員の就労継続過程についての検討

白江　拓人 医療福祉ロボット・システムにおけるデザインイノベーションの基礎検討

沈　銘洲 現代女性におけるキャリアの類型と格差

千賀　理江 平面紙面デザインにおける高級感表出に関する熟達者のスキルの形式化

高木　皓介 情報としての価値を持つツイートの検出手法の提案

高木　良奈 食物アレルギー児の保護者を対象とした体験共有の有効性

田口　茜 母娘関係における娘の情動表現と精神的自立性及び抑うつの関連性
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竹澤　緑 注意バイアスの変容を目指した認知行動療法的プログラムが飲酒行動改善に及ぼす効果

田野邉　果穂 セルフコンパッションが頭痛における生活支障度に与える介入効果の検討

玉谷　友美 発達障がい者のきょうだいによる親役割代行がきょうだい自身および同胞との関係に与える影響

田村　智恵 医療通訳者の質保証に関する研究

當房　知佳 心理的援助要請行動の促進要因および抑制要因の検討

中村　二朗 国際協力の技術協力プロジェクトに求められるマネージメント

中村　美咲子 侵入思考と思考抑制が不安に及ぼす影響の検討

中山　怜子 ストレスマネジメント介入アセスメントにおける機械学習を用いた最適化の検討

平川　純 タッチパネル携帯端末におけるドラッグ操作の操作性評価

平山　健人 後頭頂葉への経頭蓋直流電気刺激が上肢選択意思決定に与える影響

細野　哲史 IR センサアレイを用いた ジェスチャ及び身体負荷の推定

松下　明史 無信号横断歩道における歩行者優先の原則に対するドライバーの運転行動の定量的評価

南出　歩美 社交不安におけるメタ認知的信念が注意の偏りに及ぼす影響

村野　良太 靴のサイズおよび着用状態が歩行姿勢に与える影響

森石　千尋 社交不安における不安反応の再発にコルチゾール反応が及ぼす影響

守田　幹子 地域間の学力差と教育機会格差

柳澤　寛光 階層構造をもつ納得感のモデル化と創発過程に関する実験的検討

山口　優斗 凹線による方眼紙の升目において凹点間隔と凹線間隔が触読性に及ぼす影響

山田　晴也 The novel gene Nwd1 regulates cerebral cortex development through purinosome formation

ＹＡＮＧ　ＪＩＥ 対話ロボットの言語的協同によるユーザの共感と対話継続欲求への効果

横山　絵麻 自立援助ホーム職員の寄り添う支援が被虐待児の問題行動にもたらす変容の検討

吉田　光希 大学生の学習振り返り場面における原因帰属に関する質的研究

吉田　遥菜 子育てする親に対する認知行動療法的ペアレント・トレーニングの効果の検討

李　志 ペルソナ分析に基づくパーソナルヘルスデータの可視化デザイン

李　ソウカン 社会階級の日中比較

若杉　美樹 ワーク・エンゲイジメントと抑うつに関する諸要因の検討
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大川　満喜子 幼少期の重要な人との関係性が現在の仕事の継続に与える影響の検討
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